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イライラした時にはクールダウンを
　何度言っても子どもが言うことを聞かな
い、子どもがぐずって家事が思うように進ま
ない。そんな時は、つい、大声で怒鳴ったり、叩
いたりしたくなってしまうかもしれません。
　子育て中のイライラは誰にでもあることで
す。イライラが爆発する前に、「子どもと距
離を取る」「深呼吸する」「窓を開けて風に当
たり気分転換する」など、クールダウンでき
る方法を見つけておけるといいです。
　誰かに話をすることで気持ちが落ち着くこ
ともあります。子育てについての不安や悩み
はひとりでため込まず、身近な人に話したり、
相談窓口にご相談ください。

児童虐待相談件数は全国的に増加
　全国で虐待によって幼い命が奪われる事件
は後を絶たず、児童虐待に関する相談件数は
増加し続けています。本市でも、３年度は
558件の虐待相談が寄せられました。
　虐待は「身体的虐待」「心理的虐待」「ネグ
レクト」「性的虐待」の大きく４つに分けられ、
中でも、心理的虐待が一番多くなっています。

【相談窓口】

●子ども相談センター（子ども家庭総合支
援拠点） 421-6755　祝休日・年末年始を
除く月曜日～金曜日午前９時～午後５時　
18歳未満の子どもとその家族の総合相談
●子育て世代包括支援センター（母子保健
課内） 482-9533（相談専用）祝休日・年
末年始を除く月曜日～金曜日午前８時30分
～午後５時　妊娠、出産、子育てについて
の相談に保健師、栄養士、歯科衛生士、助
産師などが対応
●児童相談所相談専用ダイヤル 0120-
189-783　年中無休午前８時30分～午後５
時　（お近くの児童相談所に繋がります。）
●児童家庭支援センター「こども未来サポ
ートセンターやちよ」 409-5551　年中無
休午前９時～午後５時

【虐待かな？と思ったら】

●子ども相談センター 421-6755
●千葉県中央児童相談所 043-253-4101
祝日・年末年始を除く月曜～金曜日午前９
時～午後５時
●児童相談所虐待対応ダイヤル 189（お
近くの児童相談所に繋がります。）24時間・
365日対応

子どもを預けたいとき
●ファミリーサポートセンター（すてっぷ
21勝田台内） 487-8300　祝休日・年末年始
を除く月曜～金曜日午前９時～午後４時。
　子育てを手伝ってほしい人と手伝いたい人
が会員同士で子育てを支援する相互援助活動
を行うお手伝いをしています。
●一時預かり（一時保育）　保育園に在籍し
ていない、満６か月から就学前のお子さんを
対象に、保護者の急な傷病や入院、育児など
に伴う心理的・精神的負担の解消を理由に利
用できます。詳しくは子ども保育課へ

子どもと一緒に遊びに行ける場所

●子ども支援センター・地域子育て支援セン
ター　子ども支援センター（すてっぷ21勝田
台・すてっぷ21大和田）では、施設の消毒な
どの対策を講じたうえで、予約制にて「遊び
と交流の広場」を実施しています。子育てに
関する相談にも応じています。
　その他の地域では定期的に
出前「遊びと交流の広場」を
実施しています。詳しくは右
のコードから。

日頃からの保護者自身のケアも大切
　保護者自身のストレスがたまっていると、
それが原因で子どもに当たってしまい、ます
ますストレスを増加させ悪循環に陥ってしま
うことがあります。否定的な感情が生じたと
きは、まずそういう気持ちに気付き、認める
ことが大切です。そして、それは子どもが原
因なのか、自分の体調の悪さや忙しさ、孤独
感など、自分自身のことが関係しているのか
を振り返ってみましょう。友人と話をした
り、時には子どもを預けてリフレッシュする

など、自分なりのストレス解消法を見つける
ことも大切です。

子育て家庭をあたたかく地域で見守って
　保護者やお子さん自身が苦しんでいても、
周囲に助けを求められずにいることがありま
す。身近な人で心配な様子が見られたら、声
をかけ、必要な場合は相談機関を紹介してく
ださい。

11月は虐待防止推進月間です。

　児童虐待は、保護者の病気、経済的な問題や家族・親族関係、社会的孤立、
子育ての悩みなど様々な要因が重なり起きています。
　子育てが思うようにいかずにイライラしたり落ち込んでしまう時にはひと
りで抱え込まず、家族や友人、相談機関に気持ちを話してみることが大切です。 
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この特集のお問い合わせは
子ども福祉課子ども相談センター

421-6755へ

●身体的虐待
殴る、蹴る、戸外に締め出すなど

●心理的虐待
言葉によるおどし、無視する、他の兄弟と著しく
差別的に扱う、子どもの目の前で配偶者やその家
族などに対して暴力を振るうなど

●ネグレクト
乳幼児を家や車内に置き去りにする、適切な食事
を与えない、病気でも病院に行かせない、子ども
の意思に反して学校に登校させないなど

●性的虐待
性的ないたずらをする、性的行動を見せる、性器
を触る・触らせるなど

▲子ども虐待防止の
　オレンジリボン


